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私
の
人
生
は
、
海
軍
航
空
隊
と
そ
の
基
地
で
あ
る
生
地
・
阿

見
町
と
現
在
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
大
正
十
年
九
月

二
十
二
日
、
旧
舟
島
村
（
現
阿
見
町
掛
馬
）
に
生
ま
れ
た
。
従
っ

て
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
の
飛
行
機
の
爆
音
を
聞
き
つ
つ
育
っ
た

の
で
あ
る
。

掛
馬
地
区
の
霞
ヶ
浦
と
の
間
に
は
堤
防
は
な
く
、
萱
場
が
広

が
っ
て
南
側
に
水
田
が
あ
り
、
三
年
に
一
度
は
水
害
に
見
舞
わ

れ
る
。
我
々
も
子
供
の
時
か
ら
風
呂
の
水
汲
み
、
弟
や
妹
の
子

守
や
飯
炊
き
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
等
小
学
校
に
進
む

頃
に
は
休
日
に
農
具
を
担
い
で
田
圃
に
出
る
。
腰
は
痛
い
、
手

に
マ
メ
が
で
き
る
が
、
親
に
口
答
え
を
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
養
蚕
の
季
節
に
な
れ
ば
、
学
校
を
早
退
し
て
手
伝
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
四
男
二
女
の
長
男
に
生
ま
れ
た
私
は
「
百
姓
の
長
男

に
は
百
姓
だ
」
の
こ
の
地
方
の
常
識
に
疑
問
が
で
て
き
た
。

昭
和
十
三
年
七
月
、
豪
雨
と
長
雨
が
続
き
、
ま
た
水
田
が
冠

水
し
「
ま
た
水
に
と
ら
れ
る
の
か
」
と
、
自
然
の
力
に
勝
て
な

い
農
業
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
時
、
地
元
の
、
横
須
賀

海
軍
軍
需
部
霞
ヶ
浦
軍
需
支
庫
の
軍
需
部
で
、
十
人
前
後
求
人

し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
受
験
し
た
の
が
、
私
の
人
生
を

変
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十
二
月
に
採
用
さ
れ
機
体
班
に
回
さ

れ
、
こ
れ
が
私
の
直
接
飛
行
機
と
の
接
触
の
始
ま
り
で
あ
り
、

そ
れ
が
、
海
軍
航
空
隊
、
予
科
練
入
隊
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ

る
。
父
は
当
初
反
対
し
た
が
、
自
分
も
若
い
時
私
と
同
じ
よ
う

な
考
え
を
持
ち
軍
需
部
勤
務
を
し
た
の
で
、
よ
う
や
く
許
可
を

し
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

私
の
軍
歴
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

軍
需
部
採
用
後
、
昭
和
十
六
年
九
月
、
支
所
は
第
一
海
軍
航

空
廠
と
合
併
し
仕
事
は
厳
し
く
な
っ
た
が
、
南
方
出
張
工
員
募

集
が
あ
り
、
私
は
昭
和
十
七
年
五
月
に
横
須
賀
海
兵
団
入
団
が

決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
日
ま
で
に
帰
れ
ば
と
、
輸
送
船
で

比
島
爆
撃
前
進
基
地
の
高
雄
で
爆
弾
輸
送
に
従
事
し
、
大
戦
突

入
は
朝
礼
で
知
ら
さ
れ
た
。



高
雄
の
第
六
十
一
航
空
廠
で
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
飛
行
班
の
事

務
を
担
当
し
た
。

昭
和
十
三
年
十
二
月
十
六
日
　
横
須
賀
海
軍
軍
需
部
霞
ヶ
浦
軍

需
部
支
庫
傭
人
兵
器
手
と
し
て
勤
務

昭
和
十
六
年
九
月
一
日
　
右
軍
需
部
は
第
一
海
軍
航
空
廠
と
な

り
一
等
工
員
と
な
る

同
　
年
十
二
月
一
日
　
南
方
Ｏ
Ｏ
派
遣
工
員

同
　
五
日
　
台
湾
高
雄
州
岡
山
街
第
六
十
一
航
空
廠
勤
務

昭
和
十
七
年
六
月
十
五
日
　
第
一
海
軍
航
空
廠

同
　
年
九
月
一
日
　
海
兵
団
入
団

同
　
年
十
二
月
一
日
　
岩
国
海
軍
航
空
隊
入
隊
、
丙
特
十

四
期
飛
行
予
科
練
習
生
予
定
者

昭
和
十
八
年
一
月
三
日
　
丙
種
飛
行
予
科
練
習
生
（
第
十
四
期
）

操
縦
分
隊
入
隊

同
　
年
三
月
三
十
一
日
　
第
三
十
一
期
飛
行
練
習
生
（
飛

練
）
と
し
て
高
雄
海
軍
航
空
隊
入
隊

同
　
年
九
月
　
右
卒
業
と
同
時
に
実
用
機
教
程
に
進
み
新

竹
航
空
隊
入
隊

同
　
年
十
二
月
三
十
日
　
右
卒
業
。
一
等
機
関
兵
か
ら
一

等
飛
行
兵
へ

昭
和
十
九
年
一
月
二
日
　
筑
波
海
軍
航
空
隊
操
縦
教
員
練
習
生

同
　
年
三
月
　
卒
業
と
同
時
に
第
二
美
保
航
空
隊
（
鳥
取

県
米
子
）
転
属

同
　
年
四
月
　
第
十
三
期
予
備
学
生
の
操
縦
教
員
助
手
。

第
一
期
予
備
生
徒
の
教
員
助
手

同
　
年
十
二
月
一
日
付
　
第
七
〇
八
飛
行
隊
（
別
名
輝
〈

か
が
や
き
〉

）
部
隊
。
基
地
は
鹿
屋
航
空
隊
、
状
況
に
よ
り

宮
崎
航
空
隊
、
宇
佐
航
空
隊
と
転
々
、
石
川
県
小
松
基
地
に

移
動
訓
練
す

第
七
〇
八
飛
行
隊
は
雷
撃
隊
で
あ
っ
た
が
、
同
機
種
一
式
陸

攻
で
あ
る
た
め
、
神
雷
隊
の
第
七
二
一
空
の
消
耗
の
た
め
同
隊

に
包
含
さ
れ
、
桜
花
攻
撃
隊
に
参
画
。

終
戦
及
び
そ
の
後

戦
後
五
十
余
年
、
昔
の
記
録
が
甦
っ
た
。
笑
っ
て
散
っ
た
あ

の
友
、
弱
冠
二
十
歳
前
後
の
紅
顔
の
美
少
年
た
ち
。
生
き
残
っ

た
我
々
に
何
を
頼
み
何
を
願
っ
て
い
る
の
か
と
思
う
時
、
こ
の

こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
知
る
限
り
記
録
と
し
て
残
し
彼

等
の
死
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら
ぬ
と
の
思
い
を
新
た
に
す
る
。



生
死
を
賭
け
て
修
羅
場
に
突
入
し
て
も
、
各
人
各
様
人
の
歩

み
が
あ
る
。
そ
の
過
程
を
述
べ
、
私
の
人
生
の
一
端
と
し
た
い
。

語
れ
ば
幾
日
語
り
続
け
て
も
尽
き
る
こ
と
は
な
い
が
、
我
々

海
兵
団
出
身
の
兵
か
ら
航
空
兵
に
選
抜
す
る
丙
種
飛
行
予
科
練

習
生
の
教
育
か
ら
、
実
戦
に
お
い
て
そ
の
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
が

戦
没
し
た
実
態
を
私
の
体
験
を
通
じ
て
話
を
し
た
い
と
思
う
。

横
須
賀
海
兵
団
で
三
ヵ
月
の
新
兵
教
育
、
岩
国
海
軍
航
空
隊

で
の
四
ヵ
月
の
丙
種
予
科
練
習
生
の
厳
し
い
訓
練
、
鍛
錬
を
終

え
、
昭
和
十
八
年
三
月
二
十
五
日
、
台
湾
高
雄
に
向
か
い
、
今

度
は
第
三
十
一
期
飛
行
練
習
生
（
飛
練
）
と
し
て
六
ヵ
月
間
、

通
称
「
赤
と
ん
ぼ
」（
九
三
式
陸
上
中
間
練
習
機
）
教
程
を
終

え
、
新
竹
航
空
隊
で
実
用
機
教
程
（
九
六
式
陸
上
攻
撃
機
）
の

操
縦
計
練
を
受
け
た
。

昭
和
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
僅
か

三
ヵ
月
間
の
訓
練
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
も
峻
烈
と
な
り
、
南
の

空
で
の
航
空
機
と
兵
員
の
消
耗
も
日
増
し
に
加
速
さ
れ
、
我
々

の
一
日
も
早
い
飛
び
立
ち
（
教
程
終
了
）
を
待
っ
て
い
る
た
め
、

自
然
と
訓
練
も
熱
が
入
っ
て
き
た
。

訓
練
中
、
米
軍
の
Ｐ38

（
双
胴
）
ロ
ッ
キ
ー
ド
機
や
グ
ラ
マ

ン
機
の
奇
襲
攻
撃
に
遭
い
、
同
期
の
練
習
生
が
撃
墜
さ
れ
十
数

人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
敵
機
は
中
国
大
陸
か
ら
の
攻
撃
で
あ
り
、

こ
れ
に
一
矢
を
報
い
よ
う
と
、
教
官
達
が
二
日
間
、
渡
洋
爆
撃

（
九
六
式
陸
攻
機
）
を
敢
行
し
、
在
支
米
空
軍
基
地
を
攻
撃
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
中
に
先
輩
や
友
人
が
数
人
参
加
し
た
。

卒
業
式
の
前
日
、
左
マ
ー
ク
の
八
重
桜
を
頂
い
て
、
上
等
機

関
兵
が
、
上
等
飛
行
兵
と
な
っ
た
。
今
ま
で
の
七
つ
ボ
タ
ン
の

制
服
か
ら
、
ジ
ョ
ン
ベ
ラ
（
セ
ー
ラ
ー
服
）
に
変
わ
っ
た
。
階

級
章
の
桜
も
空
色
に
変
わ
る
。
大
部
苦
労
は
し
た
が
上
等
兵
で

高
等
科
卒
業
の
八
重
桜
を
着
け
る
の
は
飛
行
兵
だ
け
で
あ
る
。

僅
か
十
銭
玉
（
今
の
十
円
銅
貨
よ
り
章
が
や
や
小
ぶ
り
か
）
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
の
マ
ー
ク
を
も
ら
う
た
め
に
十
一
ヵ
月
血
み
ど

ろ
の
訓
練
（
海
兵
団
の
初
年
兵
時
と
比
較
に
な
ら
ぬ
酷
し
さ
）

を
重
ね
て
来
た
の
で
あ
る
。

教
員
達
は
卒
業
を
祝
福
し
な
が
ら
も「
左
腕
が
重
い
だ
ろ
う
」

と
冷
や
か
し
た
。
松
本
分
隊
長
は
「
お
前
達
は
、
こ
れ
か
ら
各

航
空
隊
に
配
属
さ
れ
る
が
、
一
番
若
い
航
空
兵
だ
、
技
量
の
錬

磨
に
努
め
、
お
国
の
為
に
役
立
っ
て
欲
し
い
」
と
の
訓
示
を
し

別
れ
の
言
葉
と
し
た
。
私
は
二
十
人
の
同
僚
と
共
に
筑
波
航
空



隊
行
き
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
入
隊
時
の
儀
式
と
称
し
バ
ッ
タ
ー

の
雨
が
一
人
三
本
宛
、
元
旦
早
々
の
御
馳
走
で
あ
っ
た
。

筑
波
空
で
の
作
業
内
容
は
、

戦
争
実
施
部
隊
の
訓
練
で
な
く
、

九
三
中
練
の
後
席
訓
練
で
、
操
縦
員
の
養
成
で
あ
っ
た
。
満
蒙

開
拓
義
勇
軍
養
成
の
内
原
訓
練
所
の
日
輪
兵
舎
を
下
に
見
て
、

毎
日
飛
行
作
業
に
追
わ
れ
た
が
、
飛
練
の
時
の
よ
う
な
苦
痛
は

な
か
っ
た
。

三
月
一
日
付
、
第
二
美
保
海
軍
航
空
隊
勤
務
と
な
る
。
鳥
取

県
米
子
近
く
の
中
海
に
面
し
た
村
で
あ
っ
た
が
、
到
着
す
る
と

一
面
の
銀
世
界
で
飛
行
機
も
飛
べ
な
い
。
司
令
の
高
橋
司
令
は

当
時
一
世
を
風
靡
し
て
唄
わ
れ
た
「
月
月
火
水
木
金
金
」
の
作

詞
家
で
あ
っ
た
。

美
保
で
は
最
初
、
学
徒
出
陣
で
入
隊
し
た
第
十
三
期
予
備
学

生
五
人
の
教
育
を
務
め
た
。
私
は
「
今
日
か
ら
貴
男
達
の
命
を

預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
上
等
兵
で
あ
る
。
貴
男
達
の
方

が
階
級
で
は
偉
い
。
し
か
し
、
修
者
と
教
者
と
い
う
立
場
に
お

い
て
指
導
す
る
。
嫌
な
者
は
今
申
し
出
て
欲
し
い
」
と
言
っ
た

が
誰
も
黙
っ
て
い
る
。「
私
で
よ
い
と
判
断
す
る
、
そ
れ
で
い

い
ん
だ
な
…
…
」

。
五
人
は
納
得
し
た
ら
し
い
。「飛
行
場
は
常

に
戦
場
と
思
っ
て
真
剣
に
今
後
の
訓
練
に
努
力
し
て
も
ら
い
た

い
、
終
わ
り
」
と
、
半
年
前
ま
で
自
分
が
耳
に
た
こ
が
で
き
る

程
聞
い
た
セ
リ
フ
な
の
で
あ
る
。

第
十
三
期
予
備
学
生
の
操
縦
教
員
と
し
て
の
初
め
て
の
教
務

に
は
、
教
え
る
よ
り
自
分
の
腕
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
気
持

ち
で
真
剣
な
作
業
を
続
け
た
。
高
雄
で
は
、
連
日
の
罰
直
（
制

裁
）
に
泣
い
た
訓
練
で
上
達
で
き
な
か
っ
た
。
叩
け
ば
う
ま
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
。
叩
か
れ
て
も
そ
の
理
由
の
見
当
が
つ
か

な
い
。
そ
の
体
験
に
基
づ
き
、
学
生
一
人
一
人
の
性
格
を
見
る

こ
と
、
上
手
に
で
き
れ
ば
褒
め
、
悪
け
れ
ば
そ
の
場
で
教
え
る

こ
と
を
心
掛
け
、
予
備
学
生
は
成
績
も
良
く
一
ヵ
月
繰
り
上
げ

卒
業
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
六
月
に
は
兵
長
に
進
級
し
、
風
雲

急
を
告
げ
、
服
装
も
カ
ー
キ
色
に
変
わ
り
、
戦
闘
帽
着
用
と
な
っ

た
。そ
の
後
も
専
門
学
校
卒
業
者
の
第
一
期
予
備
生
徒
七
人
を
受

け
持
っ
て
、
赤
ト
ン
ボ
の
操
縦
訓
練
を
続
け
た
の
で
あ
る
が
、

教
え
た
彼
等
は
二
ヵ
月
後
、
南
方
の
空
で
散
華
し
た
と
の
噂
が

隊
内
に
広
ま
り
、
私
は
ひ
そ
か
に
合
掌
し
た
。

十
二
月
一
日
付
で
私
は
実
戦
部
隊
で
あ
る
第
七
〇
八
飛
行
隊



付
と
な
っ
た
。

行
き
先
は
鹿
屋
海
軍
航
空
隊
で
単
独
赴
任
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
は
二
等
飛
行
兵
曹
に
任
官
し
て
か
ら
一
ヵ
月
後
の

転
任
命
令
で
あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
、
神
雷
部
隊
の
特
攻
基
地
で

あ
る
。
鹿
屋
へ
来
て
最
初
の
日
曜
日
外
出
の
時
、
筑
波
空
で
講
習
生

の
時
の
駒
場
一
飛
曹
に
出
逢
っ
た
。「
教
員
暫
く
」
と
言
う
と

「
い
よ
い
よ
特
攻
隊
だ
よ
。
昨
日
来
た
ば
か
り
だ
」
と
言
わ
れ

る
。
当
時
「
キ
の
六
七
」
と
言
う
陸
軍
の
飛
行
機
に
、
海
軍
の

偵
察
員
を
乗
せ
る
陸
海
共
同
の
攻
撃
作
戦
も
あ
り
、
外
出
員
に

は
陸
軍
の
軍
人
も
沢
山
い
た
。
彼
と
は
そ
の
ま
ま
別
れ
た
が
、

案
の
定
、
二
、
三
日
し
て
出
撃
し
、
勿
論
「
梓
弓
（
引
き
て
返

ら
ぬ
梓
弓
と
楠
木
正
行
の
歌
の
如
く
、
出
発
し
た
ら
帰
還
し
な

い
）

」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

鹿
屋
基
地
の
飛
行
訓
練
は
、
一
式
陸
攻
の
操
縦
の
サ
ブ
（
副

操
縦
）
で
あ
る
。
毎
日
の
訓
練
は
編
隊
飛
行
に
重
点
が
お
か
れ

て
い
た
が
、
い
つ
出
撃
命
令
が
下
る
か
知
れ
ぬ
。
事
実
、
鹿
屋

へ
来
て
一
ヵ
月
間
に
、
要
務
飛
行
あ
り
、
対
潜
哨
戒
飛
行
あ
り

で
飛
び
立
ち
、
半
分
く
ら
い
の
友
が
還
ら
ぬ
状
況
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
朝
食
を
共
に
し
た
先
輩
、
同
僚
が
、
夕
食
時
に
は
還
っ

て
来
な
い
。
そ
の
還
ら
ぬ
先
輩
同
僚
の
遺
品
整
理
が
、
残
っ
た

我
々
の
仕
事
で
も
あ
っ
た
。
実
戦
部
隊
の
淋
し
さ
、
空
し
さ
が

身
に
染
み
て
こ
た
え
た
。
遠
か
ら
ず
俺
も
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
だ

ろ
う
と
思
う
と
、
如
何
に
し
た
ら
死
ね
る
か
と
真
剣
に
考
え
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

遺
品
整
理
を
し
な
が
ら
笑
っ
て
い
る
友
の
写
真
を
見
て
、
事

実
死
に
際
し
て
こ
の
顔
で
征
け
る
だ
ろ
う
か
？
と
疑
問
を
持
ち

毎
日
悩
ん
だ
の
は
こ
の
頃
か
ら
だ
っ
た
。「
生
死
一
如
」
生
と

死
の
境
を
無
く
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

今
、
生
き
て
い
る
。
そ
し
て
今
死
ぬ
。
こ
の
生
死
の
境
を
恐

れ
ぬ
精
神
の
持
ち
方
、
こ
れ
が
軍
人
と
し
て
当
然
で
あ
ろ
う
け

れ
ど
も
簡
単
で
は
な
い
。『
葉
隠
』
の
一
節
「
武
士
道
と
は
死

ぬ
こ
と
と
見
付
け
た
り
」
と
い
う
の
を
思
い
出
し
た
。
さ
て
、

死
ぬ
こ
と
と
見
付
け
た
り
は
よ
い
が
、
そ
の
期
に
お
よ
ん
で

「
笑
っ
て
死
ね
る
か
」「
泣
き
泣
き
死
ぬ
か
」
の
二
つ
が
あ
る
。

笑
っ
て
往
け
ば
永
遠
に
笑
っ
て
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、
泣
い
て

散
っ
た
と
す
れ
ば
永
久
に
泣
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。で
は
笑
っ
て
死
ぬ
に
は
ど
う
し
ら
よ
い
か
？
　
こ
の
問
題
に



取
り
組
ん
で
私
は
私
な
り
に
、
次
の
様
な
結
論
を
得
た
。
そ
れ

は
、「
今
生
き
て
い
る
」
と
思
わ
ぬ
こ
と
だ
。
生
あ
る
も
の
は

必
ず
死
ぬ
の
だ
。

た
だ
早
い
か
遅
い
だ
け
の
違
い
で
は
な
い
か
、

既
に
往
っ
て
還
ら
ぬ
自
分
よ
り
若
い
人
は
沢
山
い
る
。
今
朝
の

報
道
で
も
、
私
の
教
え
た
石
橋
石
男
少
尉
は
隊
長
と
し
て
往
っ

て
し
ま
っ
た
で
は
な
い
か
。

も
う
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
思
う
こ
と
が
第
一
番
で
あ
る
。
当

時
「
人
生
五
十
、
軍
人
半
額
」
と
い
う
こ
と
を
合
言
葉
の
よ
う

に
し
て
い
た
。
私
は
数
え
二
十
五
歳
だ
っ
た
の
で
、
人
生
を
生

き
抜
い
た
も
同
然
だ
と
自
分
に
言
い
き
か
せ
た
。

そ
れ
か
ら
、
三
度
三
度
の
食
事
の
度
に
も
、
私
は
「
も
う
死

ん
だ
ん
だ
、
死
ん
だ
ん
だ
よ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
の
で

あ
る
。
故
郷
の
親
に
も
「
決
し
て
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
く
れ

る
な
、
明
日
死
ぬ
か
、
明
後
日
死
ぬ
か
と
思
う
切
な
さ
を
捨
て

て
下
さ
い
。
伜
は
立
派
に
笑
っ
て
死
ん
だ
の
だ
か
ら
」
と
手
紙

を
書
い
た
。
不
思
議
な
も
の
で
、
こ
れ
が
暗
示
と
言
う
の
か
、

約
一
ヵ
月
も
過
ぎ
た
頃
に
は
、
朧
気
な
が
ら
本
当
に
そ
う
思
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
如
何
に
金
持
ち
と
い
え
ど
も
、
百
万
円
の
お
棺
で

死
ぬ
こ
と
は
で
き
ね
え
だ
ろ
う
」
と
冗
談
を
飛
ば
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
当
時
一
式
陸
攻
一
機
の
値
段
は
百
二
十
万
円
だ
っ

た
と
聞
く
。
航
空
隊
は
若
い
張
り
切
り
盛
り
の
命
知
ら
ず
の
寄

り
集
ま
り
だ
。
遠
か
ら
ず
同
じ
運
命
を
辿
る
の
だ
。
訓
練
の
厳

し
さ
は
勝
つ
た
め
の
手
段
で
仕
方
な
い
が
、
や
た
ら
と
、
甲
板

整
理
を
か
け
ら
れ
叩
か
れ
る
。
一
体
何
の
た
め
に
痛
い
思
い
を

さ
せ
ら
れ
る
の
か
、
腹
立
た
し
く
も
な
る
。
つ
い
ぼ
や
く
「
早

く
死
ん
だ
方
が
い
い
」

。
死
ん
だ
者
が「
死
に
た
い
」
と
思
う

こ
と
は
「
生
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
」「
ま
だ
死
に
き
れ
な
い

の
だ
ぞ
」
と
言
い
聞
か
せ
る
。
そ
の
繰
り
返
し
が
続
く
。
こ
れ

が
心
の
葛
藤
と
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

広
い
飛
行
場
に
夕
暗
が
迫
る
頃
、
今
日
も
鹿
屋
の
基
地
か
ら

は
、
爆
弾
を
抱
え
た
僚
機
が
二
機
、
三
機
と
、
排
気
管
か
ら
鬼

の
舌
の
よ
う
な
赤
い
火
を
噴
き
な
が
ら
飛
び
立
っ
て
い
く
。
白

い
マ
フ
ラ
ー
が
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
風
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
せ
わ
し
く
な

び
く
。
南
の
空
に
消
え
て
行
く
轟
々
た
る
爆
音
と
機
影
を
見
送

る
。「
帽
振
れ
」
の
隊
員
達
、
私
は
そ
の
中
に
呆
然
と
し
て
立

ち
す
く
ん
で
い
る
。「
あ
あ
、
彼
も
あ
れ
で
終
わ
り
か
。
面
白

い
愉
快
な
奴
だ
っ
た
が
…
…
」

。
フ
ー
ッ
と
深
い
溜
息
を
吐
く



と
同
時
に
、
私
は
鼻
頭
が
ジ
ー
ン
と
痛
ん
で
涙
が
出
て
き
て
仕

方
な
か
っ
た
。
最
後
の
機
影
が
見
え
な
く
な
り
、
静
か
な
飛
行

場
に
帰
っ
た
時
、

心
か
ら
彼
等
の
戦
果
が
大
で
あ
る
こ
と
を
祈
っ

て
、
遮
二
無
二
、
デ
ッ
キ
へ
駆
け
込
ん
で
気
の
合
う
友
と
酒
を

飲
ん
で
気
を
ま
ぎ
ら
わ
せ
た
。

我
々
が
宮
崎
空
へ
転
進
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
昭
和
二

十
年
一
月
の
中
旬
で
あ
っ
た
。
宮
崎
転
進
の
頃
は
、
第
七
〇
八

飛
行
隊
の
隊
員
も
半
数
が
死
出
の
旅
に
出
て
し
ま
い
、
新
し
く

転
入
す
る
丈
夫
達
で
隊
内
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た
。
ま
る
で
廻

り
舞
台
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
覚
え
た
隊
員
の
名
前
も
記
憶

に
残
ら
ぬ
う
ち
に
、
ま
た
新
入
隊
員
と
交
替
で
あ
る
。

隊
員
に
は
面
白
い
風
習
が
あ
り
、
隊
内
の
木
工
所
へ
行
き
思

い
思
い
の
遺
品
箱
を
作
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
蓋
に
大
き
く
「
遺

品
箱
」
と
書
く
。「
大
空
の
浪
人
Ｏ
Ｏ
の
住
人
□
□
一
飛
曹
」

と
書
い
て
お
く
。
住
人
の
と
こ
ろ
は
常
陸
の
国
と
か
下
総
の
国

と
か
、
昔
の
国
名
を
用
い
て
い
た
。
中
に
は
、
辞
世
の
句
や
和

歌
を
書
い
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。「
君
の
御
為
、
国
の
為
、

命
惜
し
ま
ん
若
桜
」
と
か
「
必
殺
轟
沈
、
一
機
、
一
艦
、
見
敵

必
殺
」
等
の
勇
ま
し
い
文
句
を
並
べ
た
り
し
て
い
た
。
私
も

「
命
あ
ら
ば
命
な
し
と
て
梓
弓
明
日
の
報
道
き
け
や
我
が
友
」

と
記
し
、
得
意
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

古
い
者
が
征
き
、
新
し
い
者
が
残
っ
て
、
転
入
者
が
来
た
時

点
で
は
、
そ
れ
が
そ
の
隊
の
古
い
者
と
な
る
。
こ
れ
が
僅
か
二

ヵ
月
く
ら
い
で
古
く
な
る
の
だ
か
ら
、
人
間
消
耗
の
戦
争
の
は

か
な
さ
が
思
わ
れ
る
。

朝
食
の
テ
ー
ブ
ル
の
位
置
が
中
頃
で
あ
っ

た
の
が
、
夕
食
時
に
は
上
の
方
に
並
び
、
そ
の
晩
の
入
隊
者
が

来
て
、
ま
た
下
へ
さ
が
る
。
テ
ー
ブ
ル
で
の
座
る
位
置
が
常
に

移
動
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
私
は
生
き
て
宮
崎
へ
転
進
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

宮
崎
空
で
の
訓
練
は
主
に
編
隊
飛
行
訓
練
で
あ
る
。
中
攻
、

五
小
隊
十
五
機
の
編
隊
は
、
傍
目
に
は
見
事
で
あ
る
が
、
操
縦

員
の
疲
労
も
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
私
の
よ
う
な
若
輩
者
は

い
つ
も
列
機
で
あ
り
末
端
で
あ
る
た
め
、
内
側
旋
回
時
は
エ
ン

ジ
ン
を
一
杯
に
絞
っ
て
減
速
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
か
り
間
違
え

れ
ば
追
突
の
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い
。
こ
れ
こ
そ
、
必
至
の
訓

練
で
あ
る
。
中
攻
隊
の
存
亡
は
こ
の
編
隊
の
巧
拙
に
あ
る
と
し

て
、
そ
の
訓
練
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

宮
崎
で
ペ
ア
の
編
成
が
発
表
さ
れ
、
一
応
一
機
一
機
の
搭
乗



組
員
が
決
ま
っ
た
。
今
ま
で
は
実
用
機
の
フ
リ
ー
の
訓
練
だ
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
各
ペ
ア
毎
の
一
機
を
も
っ
て
常
に
訓
練
行

動
を
共
に
す
る
。
私
は
鳥
居
少
尉
の
副
操
縦
員
と
し
て
乗
り
組

む
こ
と
に
な
り
、
毎
日
訓
練
に
参
加
し
た
。
鳥
居
少
尉
は
第
十

三
期
の
予
備
学
生
で
あ
り
、
私
の
教
え
た
飛
練
の
同
期
の
士
官

で
あ
っ
た
。
教
え
た
ク
ラ
ス
の
サ
ブ
で
は
配
置
上
不
満
だ
っ
た

が
、
致
し
方
な
い
こ
と
で
あ
る
。

私
は
そ
の
後
、
真
剣
な
主
操
縦
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

大
変
楽
し
く
も
あ
っ
た
。
サ
ブ
で
な
く
「
主
操
と
な
っ
て
死
ね

る
」

、
こ
の
願
い
は
中
攻
操
縦
員
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
訓
練
の
た
め
攻
撃
参
加
は
遅
れ
、
若
干
命
が

延
び
た
わ
け
で
あ
る
。

鳥
居
少
尉
の
サ
ブ
に
な
っ
た
佐
藤
二
飛
曹
は
、
私
よ
り
先
に

攻
撃
を
待
つ
運
命
と
な
っ
た
。
気
の
毒
な
こ
と
に
、
鹿
屋
基
地

で
出
撃
の
た
め
地
上
滑
走
中
、
敵
グ
ラ
マ
ン
の
掃
射
を
受
け
全

員
戦
死
の
悲
報
を
聞
い
た
。
あ
の
時
、
そ
の
ま
ま
私
が
サ
ブ
席

で
あ
っ
た
ら
、
私
は
そ
れ
で
終
わ
り
と
な
っ
た
ろ
う
。
代
わ
り

と
な
っ
た
佐
藤
二
曹
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

陸
海
合
同
作
戦
の
「
キ
の
六
七
」
攻
撃
機
が
、
未
明
の
離
陸

に
失
敗
し
て
、
滑
走
路
の
先
端
に
墜
落
し
た
。
大
音
響
と
共
に

搭
載
爆
弾
の
破
裂
、
機
銃
弾
の
炸
裂
と
同
時
に
機
体
炎
上
、
天

に
も
と
ど
く
紅
蓮
の
炎
は
昼
を
あ
ざ
む
き
、
そ
の
爆
発
音
は
万

雷
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
近
寄
る
こ
と
も
助
け
る
こ
と
も
で
き

な
か
っ
た
。
痛
ま
し
い
犠
牲
で
あ
る
。
せ
め
て
こ
れ
が
敵
艦
船

突
入
の
戦
果
で
あ
っ
た
な
ら
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
達
も
本
望
で
あ
っ

た
ろ
う
と
や
る
せ
な
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

私
は
そ
ん
な
事
故
を
目
の
当
た
り
に
見
な
が
ら
、
毎
日
離
着

陸
飛
行
訓
練
に
、

失
敗
の
な
い
主
操
縦
員
と
な
る
べ
く
努
力
し
、

一
ヵ
月
余
り
で
主
操
を
許
さ
れ
た
。
主
操
に
な
っ
た
ば
か
り
で

は
、
確
た
る
ペ
ァ
の
編
成
は
組
め
な
い
が
、
メ
イ
ン
と
な
れ
ば

サ
ブ
も
付
く
、
や
っ
と
独
り
歩
き
が
で
き
た
喜
び
が
湧
き
、
し
っ

か
り
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
責
任
感
を
自
覚
す
る
。
そ
れ
か

ら
の
訓
練
は
別
府
湾
に
入
港
し
て
い
た
我
が
空
母
「
瑞
鳳
」

（
だ
っ
た
と
思
う
）
に
、
雷
撃
訓
練
に
行
っ
た
り
し
た
。

宮
崎
空
で
の
雷
撃
の
訓
練
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
。
大
分
空

ま
で
九
州
東
海
岸
線
上
を
編
隊
一
個
中
隊
（
九
機
）
で
飛
行
、

海
と
空
の
青
さ
が
椅
麗
で
飛
行
機
野
郎
の
冥
利
に
つ
き
る
。
大

分
空
で
訓
練
用
魚
雷
を
搭
載
、
再
度
編
隊
を
組
ん
で
別
府
湾
内



の
空
母
に
雷
撃
敢
行
訓
練
で
あ
る
。
各
小
隊
は
五
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
手
前
で
小
隊
長
機
の
バ
ン
ク
を
合
図
に
単
機
と
な
り
突
っ

込
ん
で
行
く
わ
け
だ
が
、
そ
の
時
の
高
度
は
艦
橋
ス
レ
ス
レ
の

サ
ー
カ
ス
飛
行
で
あ
る
。
偵
察
員
の
「
ヨ
ー
ソ
ロ
、
ヨ
ー
イ
撃

て
」
で
魚
雷
発
射
の
釦
を
押
す
。

魚
雷
は
機
を
離
れ
て
、
ス
ト
ン
と
海
中
に
も
ぐ
り
込
む
。
航

跡
が
白
く
泡
を
立
て
て
見
え
る
。
発
射
時
は
空
母
の
最
大
の
有

効
角
度
を
狙
っ
て
投
下
す
る
訳
だ
が
、
空
母
は
右
に
左
に
急
角

度
に
舵
を
取
り
、
避
難
運
動
を
展
開
し
て
魚
雷
を
か
わ
す
。

甲
板
上
で
は
水
兵
達
が
右
往
左
往
し
て
対
空
射
撃
を
し
て
い

る
。
放
っ
た
魚
雷
が
母
艦
に
と
ど
く
と
同
時
に
、
愛
機
も
ま
た

そ
の
上
を
通
過
す
る
の
で
あ
る
。
訓
練
と
思
っ
て
も
、
彼
我
攻

防
の
実
戦
訓
練
で
真
剣
に
熱
が
入
っ
た
。
こ
れ
が
実
戦
だ
っ
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
？
と
考
え
る
。
あ
の
艦
橋
に
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ

銃
門
の
弾
幕
を
く
ぐ
れ
る
訳
が
な
い
。

飛
行
高
度
は
零
を
指
し
て
い
る
。
海
面
を
這
っ
て
の
魚
雷
発

射
で
、
甲
板
す
れ
す
れ
に
飛
ぶ
の
で
あ
る
。
反
転
し
て
腹
を
見

せ
て
も
、
直
進
し
て
艦
橋
を
飛
び
越
え
て
も
、
五
十
歩
百
歩
助

か
る
見
込
は
な
い
。
母
艦
の
両
舷
か
ら
撃
ち
出
す
対
空
砲
火
の

弾
幕
を
想
像
す
る
時
、「
一
式
ラ
イ
タ
ー
」
の
名
を
も
つ
愛
機

が
、

火
を
吹
い
て
海
上
に
突
っ
込
ん
で
行
く
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

そ
れ
か
ら
数
日
過
ぎ
て
、
昼
間
の
雷
撃
は
し
な
い
と
い
う
作
戦

変
更
の
話
が
出
た
ら
し
い
。

夜
間
雷
撃
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
私
は
別
の
配
置
に
つ
く

よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。
夜
間
雷
撃
に
は
照
明
隊
が
必
要
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
僚
機
を
誘
導
し
て
敵
艦
船
上
空
で
、
照
明
弾
を
投

下
す
る
。
そ
し
て
夜
を
昼
に
し
て
、
雷
撃
隊
の
攻
撃
を
容
易
な

ら
し
め
る
任
務
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
私
の
配
置
で
あ
っ
た
。
隊

内
で
は
こ
れ
を
提
灯
持
ち
と
言
っ
て
馬
鹿
に
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。神
の
池
（
神
栖
町
）
基
地
で
編
成
さ
れ
た
神
雷
部
隊
第
七
二

一
航
空
隊
の
う
ち
、

訓
練
を
終
え
た
者
第
一
陣
三
十
人
か
ら
我
々

の
い
る
宮
崎
に
転
進
し
て
き
た
。「
神
雷
」
の
名
は
「
疾
風
迅

雷
」
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
神
雷
桜
花
攻
撃
隊
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
の
春
、
体
当
た
り
グ
ラ
イ
ダ
ー
爆
弾
「
桜
花
」
を

搭
載
で
き
る
よ
う
、
当
時
、
海
軍
爆
撃
機
の
主
力
で
あ
っ
た
一

式
陸
攻
を
改
造
し
試
作
試
験
が
重
ね
ら
れ
た
。

特
攻
の
桜
花
隊
員
は
、「
桜
花
」
を
大
と
言
い
、
こ
の
爆
撃



機
に
乗
り
組
ん
で
、

一
回
の
投
下
訓
練
で
卒
業
す
る
の
で
あ
る
。

第
七
〇
八
飛
行
隊
か
ら
も
そ
の
投
下
訓
練
に
神
の
池
基
地
へ
行
っ

た
の
で
あ
る
。
あ
る
日
、
飛
行
作
業
を
終
え
て
指
揮
所
の
前
へ

来
た
ら
鈴
木
才
司
上
飛
曹
に
出
会
っ
た
。
こ
の
人
は
私
が
飛
行

練
習
生
の
時
、
台
湾
高
雄
空
で
教
員
と
し
て
同
じ
分
隊
で
お
世

話
に
な
っ
た
先
輩
で
あ
る
。
そ
の
先
輩
が
桜
花
隊
員
と
し
て
転

出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
鈴
木
教
員
…
…
し
ば
ら
く
で
し
た
」

。
「
お
ゝ
、
長
沼
か
、
し

か
し
貴
様
よ
く
頑
張
っ
た
な
。
あ
れ
か
ら
次
の
練
習
生
は
意
地

が
な
か
っ
た
よ
。
自
殺
者
は
出
る
、
脱
走
は
す
る
で
、
罰
直
は

禁
止
さ
れ
た
が
、
貴
様
は
よ
く
頑
張
っ
た
な
」
の
慰
め
の
一
言

は
何
よ
り
も
嬉
し
い
言
葉
で
あ
っ
た
。
鈴
木
教
員
は
、
特
攻
桜

花
隊
員
と
し
て
、
神
の
池
か
ら
勤
務
し
、
今
死
を
見
つ
め
て
い

る
第
一
陣
で
あ
っ
た
。

こ
の
神
雷
桜
花
隊
の
第
一
陣
の
御
入
来
に
よ
っ
て
、
我
が
第

七
〇
八
飛
行
隊
も
、
第
七
二
一
飛
行
隊
と
同
一
任
務
を
も
つ
飛

行
隊
に
変
身
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
今
ま
で
の
雷
撃
訓
練
も
、

提
灯
持
ち
も
い
ら
な
い
新
作
戦
「
桜
花
攻
撃
」
に
変
わ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
間
も
な
く
高
崎
空
を
後
に
し
て
宇
佐
空
へ

転
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

宇
佐
空
へ
は
第
七
〇
八
飛
行
隊
、
第
七
二
一
飛
行
隊
合
わ
せ

て
三
十
数
機
の
一
式
陸
攻
Ｍ
２
で
あ
っ
た
。
当
時
宇
佐
空
は
練

習
航
空
隊
と
し
て
艦
上
爆
撃
機
と
艦
上
攻
撃
機
の
実
用
機
教
程

の
学
生
が
訓
練
中
で
あ
っ
た
。
私
の
九
三
中
練
時
代
に
教
え
た

予
備
生
徒
達
も
十
数
人
い
て
、
面
会
に
行
っ
て
大
変
懐
か
し
が

ら
れ
た
。

そ
の
頃
か
ら
空
母
を
含
む
敵
機
動
部
隊
が
日
本
領
海
に
侵
入

し
、
加
え
て
マ
リ
ア
ナ
諸
島
（
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
等
）
か

ら
の
Ｂ29

の
侵
攻
も
あ
り
、
毎
日
「
空
襲
の
算
大
な
り
待
避
せ

よ
」
の
号
令
が
あ
っ
た
。
周
辺
の
民
家
に
は
第
三
種
軍
装（
カ
ー

キ
色
軍
服
）
の
兵
隊
が
来
て
、
こ
の
飛
行
場
の
空
を
守
っ
て
く

れ
る
と
言
う
。
我
々
は
朝
か
ら
飛
行
服
を
着
た
ま
ま
、
近
く
の

駅
館
川
土
手
に
造
っ
た
防
空
壕
の
中
へ
も
ぐ
り
込
ん
で
し
ま
う
。

既
に
こ
の
頃
は
、
第
七
〇
二
も
第
七
二
一
空
も
、
同
じ
任
務
の

神
雷
部
隊
に
自
然
統
合
の
形
で
雑
居
し
て
い
た
。

三
月
中
旬
（
十
七
日
か
）
指
揮
所
の
前
に
整
列
、
朝
の
訓
示

を
聞
い
て
い
る
最
中
、
突
然
敵
艦
載
機
十
数
機
の
空
襲
が
あ
っ

た
。「
グ
ー
ン
」
と
い
う
急
降
下
の
爆
音
に
「
ダ
ダ
ダ
ダ
」
と



銃
撃
で
あ
る
。
我
々
百
数
十
人
の
搭
乗
員
達
は
、
び
っ
く
り
し

て
そ
の
場
に
伏
せ
た
。

拡
声
器
か
ら
初
め
て
「
空
襲
、
空
襲
、
総
員
配
置
に
就
け
」

と
号
令
が
か
か
り
、
忙
し
く
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
出
し
た
。
格
納

庫
前
の
エ
プ
ロ
ン
に
バ
カ
バ
カ
と
機
銃
弾
が
降
り
散
っ
て
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
、
パ
ッ
パ
ッ
パ
ッ
と
め
く
り
剥
が
れ
る
の
を
見

た
。
伏
せ
た
我
々
の
足
元
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
の
先
で
あ
る
。

「
野
郎
来
や
が
っ
た
な
」

と
思
っ
た
が
時
既
に
遅
し
で
あ
る
。

敵
機
は
低
空
で
機
銃
掃
射
を
す
る
。
飛
行
場
ス
レ
ス
レ
で
、
帽

子
も
被
ら
ぬ
操
縦
員
の
赤
い
顔
ま
で
は
っ
き
り
見
え
る
。
敵
に

も
大
胆
な
奴
が
い
る
も
の
だ
と
切
歯
扼
腕
、
地
団
駄
踏
ん
だ
が

私
は
何
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

勿
論
基
地
内
の
数
個
所
の
銃
架
か
ら
も
応
射
は
し
た
が
、
有

効
な
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
太
陽
を
背
に
し
た
、
天
利
を

生
か
し
た
攻
撃
は
、
敵
な
が
ら
天
晴
れ
と
後
に
感
心
し
た
も
の

だ
が
、
そ
の
時
の
狼
狽
ぶ
り
は
一
通
り
で
は
な
か
っ
た
。
あ
の

伏
せ
た
時
の
恰
好
は
傍
目
で
も
お
か
し
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。

足
を
伸
ば
せ
ば
足
先
が
撃
た
れ
る
か
も
、
縮
め
れ
ば
腰
が
上

が
っ
て
尻
を
撃
ち
抜
か
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
こ
で
誰
も
が
、

他
人
の
腹
の
下
へ
も
ぐ
り
込
も
う
と
し
て
も
が
く
。
そ
れ
が
人

情
か
も
知
れ
ぬ
が
、
実
に
あ
さ
ま
し
き
次
第
な
り
き
、
で
あ
る
。

最
初
の
掃
射
後
、
反
転
し
て
く
る
間
に
駆
け
出
し
指
揮
所
裏

の
建
物
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
頭
部
貫
通
で
鮮
血
に
ま
み
れ
た

地
整
員
が
死
ん
で
い
た
。
可
哀
想
と
思
っ
た
が
他
人
ご
と
で
は

な
い
。
そ
こ
を
出
よ
う
と
し
た
が
出
口
が
な
い
。
一
旦
来
た
道

は
恐
ろ
し
く
て
戻
れ
な
い
も
の
だ
。
じ
っ
と
そ
こ
で
我
慢
し
て

い
る
と
、
第
二
波
攻
撃
で
近
く
の
格
納
庫
に
爆
弾
が
投
下
さ
れ

破
裂
し
て
、
私
の
い
た
建
物
の
窓
ガ
ラ
ス
が
吹
き
飛
ん
だ
。

「
や
ら
れ
た
」
と
思
っ
た
が
体
に
異
常
は
な
い
。
壊
れ
た
窓
か

ら
跳
び
出
し
防
空
壕
へ
行
っ
た
ら
、
中
に
は
先
客
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
て
い
た
。

「
こ
ん
な
貧
弱
な
防
空
壕
で
は
一
発
で
や
ら
れ
る
」
と
咄
嵯

に
駆
け
上
り
、
飛
行
場
の
端
に
あ
る
墓
地
を
目
指
し
走
り
出
す

と
近
所
の
子
供
が
一
人
、
泣
き
な
が
ら
駆
け
て
行
く
、「
坊
や

あ
、
坊
や
あ
こ
っ
ち
へ
来
い
」
と
怒
鳴
っ
た
が
、
子
供
は
気
付

か
ず
ど
こ
か
へ
消
え
て
い
っ
た
。

石
碑
を
盾
に
し
、
敵
機
の
動
向
を
追
い
な
が
ら
、
空
襲
下
の

子
供
や
一
般
人
の
み
じ
め
さ
哀
れ
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
て
い
た
。



グ
ラ
マ
ン
や
ロ
ッ
キ
ー
ド
（
Ｐ38

）
の
執
拗
な
三
回
に
わ
た
る

反
復
攻
撃
は
終
わ
っ
た
。
で
も
ま
た
来
る
の
で
は
と
用
心
し
な

が
ら
隊
へ
戻
る
。
飛
行
場
で
は
擬
装
を
し
な
か
っ
た
一
機
が
炎

上
し
、
改
め
て
擬
装
の
必
要
性
を
教
え
ら
れ
た
。

敵
の
空
襲
を
受
け
た
の
は
、
台
湾
で
の
新
竹
空
襲
と
宇
佐
の

今
度
で
二
回
目
で
あ
る
。
飛
行
機
に
乗
ら
な
い
弱
さ
、
だ
ら
し

な
さ
を
痛
感
し
た
の
は
私
一
人
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

午
前
中
の
空
襲
で
度
肝
を
抜
か
れ
、
午
後
の
隊
員
整
列
で
は

敵
機
動
部
隊
の
動
向
報
告
が
あ
っ
て
、
い
よ
い
よ
緊
迫
感
を
覚

え
、
ご
恩
返
し
の
「
な
ぐ
り
込
み
」
に
出
撃
命
令
が
い
つ
出
て

も
応
じ
ら
れ
る
心
の
準
備
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、「
今
度
町

へ
出
た
ら
町
の
人
に
笑
わ
れ
る
ぞ
」
と
話
し
合
っ
て
い
た
。
案

の
定
、
町
へ
出
て
一
般
人
の
攻
撃
を
受
け
る
破
目
に
な
っ
た
。

「
あ
れ
だ
け
図
体
の
で
っ
か
い
飛
行
機
（
陸
攻
は
大
き
い
）
が

何
機
も
あ
っ
て
、
機
銃
も
五
門
装
備
し
て
い
な
が
ら
、
飛
び
立

ち
も
せ
ず
、
撃
ち
も
せ
ず
何
事
だ
」
と
き
め
付
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
一
般
人
か
ら
す
れ
ば
そ
う
思
う
の
は
当
然
だ
。
我
々
航

空
隊
の
使
命
や
、
隊
内
の
状
況
が
分
か
ら
ぬ
の
だ
か
ら
、
弁
解

し
て
も
無
駄
、「
今
に
見
て
い
ろ
！
　
や
る
時
は
や
る
！
」
と

思
う
だ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
後
、
我
々
も
神
雷
桜
花
出
撃
、
特
攻
基
地
、
戦

場
出
撃
等
々
と
終
戦
ま
で
の
生
命
を
賭
し
た
戦
い
が
続
く
の
で

あ
る
。

【
解

説
】

予
科
練
の
歩
み
抄

予
科
練
の
ゆ
か
り
の
地
、
茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
の
陸
上
自

衛
隊
武
器
学
校
の
一
隅
に
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
五
月

二
十
七
日
に
「
予
科
練
之
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

予
科
練
記
念
館
「
雄
翔
館
」
に
は
次
の
「
予
科
練
の
歩
み
」

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

「
予
科
練
の
歩
み
」

昭
和
五
年
五
月
二
十
九
日
　
海
軍
航
空
隊
令
改
訂
。
航
空
兵
力

の
拡
充
を
目
指
す
。

昭
和
五
年
六
月
一
日
　
海
軍
練
習
航
空
隊
規
則
改
訂
（
予
科
練

習
生
修
業
期
間
三
年
）

。
第
一
期
飛
行
予
科
練
習
生
横
須
賀

海
軍
航
空
隊
に
入
隊
。

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
　
日
支
事
変
勃
発
。
木
村
基
地
よ
り
支



那
海
を
横
断
飛
行
し
て
中
国
大
陸
を
奇
襲
す
。
所
謂
渡
洋
爆

撃
は
世
界
注
目
の
的
と
な
る
（
一
期
、
二
期
、
三
期
生
参
加
）

。

昭
和
十
二
年
八
月
七
日
　
海
軍
練
習
航
空
隊
規
則
改
訂
。
従
来

の
練
習
生
を
乙
種
飛
行
予
科
練
習
生
と
し
、
甲
種
飛
行
予
科

練
習
生
を
加
え
る
。
甲
種
は
修
業
年
限
一
年
二
ヵ
月
、
以
後

十
六
期
ま
で
。
乙
種
は
二
年
四
月
、
以
後
二
十
四
期
ま
で
。

多
少
の
変
遷
あ
り
。

昭
和
十
二
年
九
月
一
日
　
第
一
期
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
、
横

須
賀
航
空
隊
に
入
隊
。

昭
和
十
四
年
三
月
一
日
　
飛
行
予
科
練
習
生
教
育
を
横
須
賀
よ

り
霞
ヶ
浦
航
空
隊
に
移
す
。

昭
和
十
年
十
一
月
十
五
日
　
霞
ヶ
浦
航
空
隊
よ
り
、
飛
行
予
科

練
習
生
教
育
の
任
務
を
分
散
し
、
新
た
に
土
浦
海
軍
航
空
隊

を
開
設
す
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
　
太
平
洋
戦
争
勃
発
。
わ
が
海
軍
機

動
部
隊
は
長
駆
ハ
ワ
イ
を
攻
撃
し
て
大
戦
果
を
あ
ぐ
。
ま
た

基
地
航
空
部
隊
は
比
島
方
面
敵
航
空
兵
力
を
粉
砕
す
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
十
日
　
マ
レ
ー
沖
空
戦
。
不
沈
戦
艦
プ
リ

ン
ス
オ
ブ
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
レ
パ
ル
ス
を
撃
沈
す
。
爾
後
印
度

洋
蘭
領
各
要
地
及
び
豪
州
に
航
空
作
戦
を
展
開
し
、
遺
憾
な

く
そ
の
威
力
を
発
揮
す
。

昭
和
十
七
年
六
月
八
日
　
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
。
敵
の
反
撃
に

よ
り
、
重
大
な
損
害
を
受
け
、
遺
憾
な
が
ら
太
平
洋
戦
争
の

転
機
を
画
す
。

昭
和
十
七
年
八
月
一
日
　
三
重
海
軍
航
空
隊
を
開
設
。
そ
の
後

搭
乗
員
を
緊
急
養
成
の
た
め
各
地
に
練
習
航
空
隊
を
開
設
す
。

昭
和
十
八
年
四
月
一
日
　
乙
種
（
特
）
飛
行
予
科
練
習
生
を
採

用
。
岩
国
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
（
修
業
年
限
六
月
）

、
以
後

十
期
ま
で
。

昭
和
十
九
年
十
月
二
十
五
日
　
戦
局
の
不
利
を
挽
回
す
る
た
め

神
風
特
別
攻
撃
隊
を
編
成
。
戦
闘
機
に
二
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

爆
撃
を
装
備
し
、
体
当
た
り
を
敢
行
。
敵
機
動
部
隊
を
一
挙

に
屠
る
特
攻
作
戦
を
レ
イ
テ
湾
に
開
始
。
以
後
あ
ら
ゆ
る
機

種
を
以
て
敢
行
、
予
科
練
魂
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
日
　
航
空
機
保
有
数
低
下
、
逆
に
回

天
特
別
攻
撃
隊
（
潜
水
式
特
攻
艦
）
を
編
成
し
、
水
中
よ
り

ウ
ル
シ
ー
を
攻
撃
す
。
そ
の
後
、
震
洋
、
海
龍
、
咬
龍
、
伏

龍
の
各
特
別
攻
撃
隊
を
編
成
す
。



昭
和
二
十
年
三
月
十
日
　
米
軍
Ｂ29

爆
撃
機
大
編
隊
東
京
大
空

襲
。
以
後
各
地
に
お
よ
ぶ
。

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
　
広
島
市
に
原
子
爆
弾
投
下
。
一
挙
灰

と
化
す
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
　
終
戦
の
大
詔
下
る
。
我
れ
に
優
秀

な
飛
行
機
あ
ら
ば
と
痛
感
す
る
の
み
。

満
州
飛
行
場
大
隊
勤
務
と
ソ
連
抑
留
　 

栃
木
県
　
笹
沼
収
作
　 

私
の
徴
兵
検
査
は
矢
板
の
小
学
校
の
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
正
十
一
年
二
月
二
十
一
日
、
現
矢
板
市
長
井
一
一
〇
九
で
農

業
を
営
む
父
母
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
弟
二
人
の
家
庭
で
し

た
。
田
圃
一
町
歩
、
畑
五
反
で
す
が
、
煙
草
栽
培
が
主
で
、
弟

は
無
線
機
製
造
の
軍
需
工
場
へ
徴
用
さ
れ
、
末
弟
は
学
校
へ
通

う
と
い
う
、

当
時
と
し
て
は
典
型
的
な
農
家
で
も
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。検
査
の
結
果
は
予
想
し
て
い
た
と
お
り
第
一
乙
種
合
格
・
現

役
入
営
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
二
月
十
日
、

宇
都
宮
の
東
部
第
三
六
部
隊
（
歩
兵
第
五
九
連
隊
の
補
充
隊
と

い
う
か
、
留
守
部
隊
）
へ
入
営
、
三
月
ま
で
は
基
礎
教
育
を
受

け
ま
し
た
が
、
本
隊
の
満
州
第
二
一
九
部
隊
へ
行
く
身
で
す
か

ら
、
ま
あ
お
客
様
待
遇
で
、
と
り
た
て
て
厳
し
い
教
育
は
受
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
に
は
週
一
回
程
度
の
面
会
は
許
さ
れ

ま
し
た
し
、
留
守
宅
は
何
と
か
や
っ
て
い
け
た
の
で
あ
ま
り
心

配
も
せ
ず
、
満
州
行
き
を
待
っ
て
い
た
の
で
す
。

三
月
に
な
り
、
門
司
へ
列
車
輸
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ

ど
厳
重
な
警
戒
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
満
州
の
原
隊
か
ら

は
赤
羽
少
尉
と
い
う
中
隊
の
教
官
が
迎
え
に
来
ら
れ
、
輸
送
指

揮
官
を
兼
ね
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
門
司
―
釜
山
間
の
玄
界
灘
は

そ
れ
ほ
ど
荒
れ
て
お
ら
ず
、
朝
鮮
を
鉄
道
で
北
上
、
鮮
満
国
境

通
過
し
満
州
の
チ
チ
ハ
ル
着
。
そ
こ
は
第
十
四
師
団
司
令
部
等

が
あ
り
、
私
は
歩
兵
第
五
十
九
連
隊
へ
入
隊
し
、
四
月
か
ら
正

式
な
初
年
兵
教
育
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

留
守
隊
の
お
客
様
扱
い
は
一
変
し
、
教
育
は
内
務
、
練
習
共

に
だ
ん
だ
ん
と
厳
し
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
内
務
班
は
古
参

兵
と
一
緒
で
初
年
兵
は
四
人
く
ら
い
、
教
育
訓
練
よ
り
古
兵
の




